
 
 
４月１日、吉祥寺東コミュニティセンター九浦の

家の桜がやっとほころびました。こういうのを花

冷えというのでしょうか。寒くてまだダウンを着

たくなります。これからの東町は、アンネンモモ

を始め、いろんな桃の花が花盛りの時期を迎えま

す。天気がよかったら、散歩の足を少し伸ばしま

せんか。  

「2025年問題」このごろ新聞で見ませんか。 

「2025年問題」は団塊の世代の人たちが2025

年には75歳以上の後期高齢者になり（高齢者の人

口比率30%と推定）、医療や介護などの社会保障

費が大膨張するので社会的に様々な問題が発生

することを言います。医療費や介護費用の自己負

担は増え（201７年度以降も、介護保険への3割負

担導入、要介護1〜2向け生活援助などの保険給付外

し、「かかりつけ医」以外を受診した場合の定額負

担導入など検討中）、年金は減額の方向、国の社

会保障費の必要分を確保するため、介護保険や医

療サービスに今より制限をかけたり、消費税率を

どこまで引き上げるかも不透明です。 

もう一つの国の節約は、介護予防を行ない、皆さ

んに健康に過ごしてもらうことです。脳卒中や認

知症など介護につながる病気を予防して国全体 

 

の社会保障費をおさえること。本当に必要な時で

の通院、適切な投薬ジェネリック薬品もそうです。 

 これから国は「介護予防・健康管理」と「自立

支援」に力を入れてきます。 

 対応策は、私たち個人レベルでは、介護予防に

注意しできるだけ心身とも健康であるように工

夫すること。健康でいるための工夫、病気になっ

た時にどうするかなどを日ごろから相談、話し合

える家族や友人、そして民生委員や在宅介護支援

センターなどとのコミュニケーションです。 

市では、健康維持、認知症予防などを目指し、市

内全域で65歳以上の方対照に、5名以上集まれる

サロン（軽い体操を含む自由なプログラム）を沢

山展開する事を目指しています。そのための場所

を提供してくださる方を募集しています。 

市民社協もサロン活動や居場所作りの応援をし

てくれています。東部はただいま、この場所探し

に苦戦しています。 
 

「地震への備え」 
昨年４月 14 日と 16 日、熊本の本震は未明で、

さらに深度６強が２回、6 弱が３回連続発生しま

した。活断層が何本も走る地帯でした。武蔵野で

はこんなではないと思いますが、大きな地震は

必ず来ると思った方がよいです。 

ニュース画面をみる限り、熊本でも、

近年の住宅は崩れも倒れもせず、電

柱も倒れていません。耐震基準の建

造物は、抵抗力がありました。 

 この地域でも、防災会を中心に、

避難所の事や、何にどう取り組むべ

きかなど懸命に考えています。自宅

を耐震化（一部屋でも）すること、

水と食料を３日分備蓄する。これだ

けはお願いします。 
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